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平成２８年度第１回千葉市文化財保護審議会議事録  

 

１  日   時   平 成 ２ ８ 年 １ ２ 月 １ ９ 日 （ 月 ）  午 前 １ ０ 時 ～ １ ２ 時    

２  場   所   千 葉 市 立 郷 土 博 物 館  １ 階 講 座 室  

３  出  席  者  （ 委 員 ）  

                山 田 委 員 （ 会 長 ）、 河 東 委 員 （ 副 会 長 ）、  

明 石 委 員 、 神 谷 委 員 、 小 関 委 員 、  

菅 根 委 員 、 吉 村 委 員  

       （ 事 務 局 ）  

        志 保 澤 文 化 財 課 長 、 芦 田 文 化 財 課 長 補 佐 、  

そ の 他 事 務 局 職 員 、 郷 土 博 物 館 職 員  

 

４  議   題  

 （ １ ）「 原 文 書 」 の 千 葉 市 指 定 文 化 財 へ の 指 定 に つ い て （ 諮 問 ）  

 （ ２ ） そ の 他  

 

５  議 事 の 概 要  

 （ １ ）「 原 文 書 」 の 千 葉 市 指 定 文 化 財 へ の 指 定 に つ い て （ 諮 問 ）  

    「 原 文 書 」 を 千 葉 市 指 定 文 化 財 と し て 指 定 す る こ と に つ い て 諮 問

を 行 い 、 条 件 付 き で 指 定 に 相 応 し い 旨 の 答 申 が 出 さ れ た 。  

 （ ２ ） そ の 他  

    事 務 局 が 、 千 葉 市 民 ギ ャ ラ リ ー ・ い な げ 旧 神 谷 伝 兵 衛 稲 毛 別 荘 の

耐 震 補 強 等 工 事 に つ い て 報 告 し た 。  

 

６  会 議 経 過  

（ 山 田 会 長 ）議 事 に 入 る 前 に 、議 事 録 署 名 人 と し て 菅 根 委 員 を 指 名 す る 。  

【 委 員 承 諾 】  

 議 事 （ １ ）「 原 文 書 」 の 千 葉 市 指 定 文 化 財 へ の 指 定 に つ い て （ 諮 問 ）  

  （ 山 田 会 長 ） 議 事 の （ １ ） に つ い て 事 務 局 よ り 説 明 を 願 う 。  

【 事 務 局 が 、 前 回 の 指 摘 事 項 に 対 す る 回 答 も 含 め て 、 市 の

所 有 す る ４ ７ 点 を 一 括 指 定 し た い 旨 を 説 明 】  

（ 史 料 ４ ７ 点 の 実 見 ）  

（ 山 田 会 長 ）「 原 文 書 」 の 指 定 に つ い て 、 何 か 質 問 ・ 意 見 等 は あ る か 。  
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① 説 明 資 料 中 の 時 代 表 記 に つ い て  

（ 河 東 委 員 ） 説 明 資 料 の 中 に 「 戦 国 時 代 」 と あ る が 、 こ れ は 適 切 か 。  

（ 芦 田 補 佐 ） 応 仁 の 乱 以 降 の 戦 乱 期 を 示 す 用 語 と し て 一 定 の 共 通 認 識 が  

あ る の で 、 特 に 問 題 は な い と 思 わ れ る 。  

（ 吉 村 委 員 ） 個 人 的 に は や は り 違 和 感 が あ る 。 古 文 書 の 分 野 に お け る 時  

代 表 記 と し て は 一 般 的 な の か 。  

 （ 小 関 委 員 ） 「 戦 国 期 の ～ 」 と い う 表 現 は み ら れ る が 、 「 室 町 末 期 ～ 安  

土 ・ 桃 山 時 代 」 と し た 方 が 適 切 で あ る 。  

（ 芦 田 補 佐 ）「 室 町 末 期 ～ 安 土 ・ 桃 山 時 代 」（ １ ６ 世 紀 後 半 ） に 表 記 を 改  

め る 。  

② 「 原 文 書 」 の 指 定 範 囲 に つ い て  

 （ 菅 根 委 員 ） 今 回 の ４ ７ 点 に は 「 富 岡 文 書 」 １ ８ 点 も 含 ま れ て い る が 、  

       そ れ ら も 含 め て 「 原 文 書 」 と し て よ い の か 。  

 （ 芦 田 補 佐 ）原 家 に 伝 わ っ た 文 書 と い う 意 味 で 、「 富 岡 文 書 」１ ８ 点 を 含  

め ４ ７ 点 を 一 括 で 「 原 文 書 」 と し た い と 考 え る 。  

 （ 河 東 委 員 ） 説 明 資 料 に あ る 「 混 入 」 と い う 表 現 は 、 一 見 す る と 偶 発 的  

に 「 富 岡 文 書 」 が 「 原 文 書 」 に 混 ざ っ た と い う よ う な 誤 解  

を 招 く の で は な い か 。  

 （ 芦 田 補 佐 ）原 家 が「 富 岡 文 書 」を 意 図 的 に 加 え た 可 能 性 が 分 か る よ う 、  

適 切 な 表 現 に 変 更 す る 。  

 （ 吉 村 委 員 ） 前 回 、 指 定 候 補 と し て 挙 げ ら れ た 際 に は 員 数 ５ ０ 点 と の こ  

と だ っ た が 、 今 回 の 指 定 （ ４ ７ 点 ） か ら 外 れ た ３ 点 は ど の  

よ う な も の だ っ た の か 。  

 （ 芦 田 補 佐 ）こ の ３ 点 に つ い て は 、原 家 に 伝 わ っ た も の で は な い（「 原 文  

書 」で は な い ）こ と が 東 大 の 影 写 本 で も 明 ら か な こ と か ら 、  

今 回 の 指 定 対 象 か ら 外 し た 。  

 ③ 「 原 文 書 」 の 価 値 に つ い て  

 （ 吉 村 委 員 ） 今 回 の 指 定 の 考 え 方 を 伺 っ て い る と 、 誰 が 書 い た の か ・ 誰  

に 宛 て た の か と い う こ と よ り も 、 だ れ が 所 持 し て い た の か  

を 重 要 視 し て い る 点 が 興 味 深 い 。  

 （志保澤課長）当 時 の 下 総 の 状 況 を 窺 い 知 る こ と が で き る と い う 歴 史 的 価  

値 に 加 え 、 原 家 が 一 族 の 正 統 性 を 示 す た め に 千 葉 氏 ・ 北 条  

氏 発 給 の 文 書 を 代 々 継 承 し て い た （ ＝ 当 時 両 氏 が 一 定 の 権  

威 を 保 っ て い た と 推 察 さ れ る ） と い う 点 で も 非 常 に 価 値 が  
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あ る と 考 え て い る 。  

 （ 菅 根 委 員 ） 千 葉 市 が 入 手 し て か ら 時 間 が 経 過 し て い る が 、 も う 少 し 早  

く 審 議 に か け て も よ か っ た の で は な い か 。  

 （ 芦 田 補 佐 ） 伝 来 や 入 手 の 経 緯 が 複 雑 な た め 、 入 手 当 時 、 審 議 に か け る  

の が た め ら わ れ た の で は な い か と 思 わ れ る 。  

 ④ 説 明 資 料 へ 追 加 す べ き 事 項 に つ い て  

（ 神 谷 委 員 ） 文 書 の 原 寸 を 説 明 資 料 に 明 記 し た 方 が よ い の で は な い か 。  

  （ 菅 根 委 員 ） 原 寸 と 花 押 の サ イ ズ を 明 記 す る の が 一 般 的 で あ る 。  

  （ 芦 田 補 佐 ） 今 回 は 史 料 の 実 見 も 予 定 し て い た め 、 説 明 資 料 上 は 割 愛 し  

て い た が 追 加 す る 。  

（ 山 田 会 長 ）質 問 は 以 上 の よ う な の で 、審 議 会 の 意 見 を と り ま と め た い 。  

     「 原 文 書 」 の 文 化 財 指 定 に つ い て 意 見 等 は あ る か 。  

      【 異 議 な し 】  

（ 山 田 会 長 ） そ れ で は 、 本 審 議 会 は 、 「 原 文 書 」 の 文 化 財 指 定 を 了 承 す

る 。 次 に 、 こ れ ま で の 皆 さ ん の 意 見 を 踏 ま え て 審 議 結 果 の

答 申 （ 案 ） を 事 務 局 に 作 成 し て も ら い た い 。  

      答 申 （ 案 ） の 作 成 中 、 し ば ら く 休 憩 と す る 。  

      （ 休 憩 ・ 答 申 （ 案 ） の 作 成 ）  

（ 山 田 会 長 ） そ れ で は 、 事 務 局 が 作 成 し た 審 議 結 果 の 答 申 （ 案 ） に つ い

て 説 明 を 願 う 。  

      【 志 保 澤 課 長 が 、 答 申 （ 案 ） を 読 み 上 げ 】  

（ 山 田 会 長 ） 答 申 （ 案 ） に つ い て 、 意 見 等 は あ る か 。  

特 に 意 見 は な い よ う な の で 、こ の 内 容 で 本 審 議 会 の 答 申 と

す る こ と で よ ろ し い か 。  

【 異 議 な し 】  

 （ 山 田 会 長 ） そ れ で は 、 こ の 答 申 内 容 を も っ て 、 本 審 議 会 の 審 議 結 果 と  

す る 。  

議 事 （ ２ ） そ の 他  

（ 山 田 会 長 ） 次 に 、 「 そ の 他 」 と い う こ と だ が 、 委 員 の 皆 さ ん よ り 何 か  

あ る か 。  

（ 菅 根 委 員 ）前 回 指 定 候 補 に 挙 が っ て い た 愛 新 覚 羅 溥 傑 の 書 に つ い て は 、

そ の 後 ど う な っ て い る か 。  

（事務局職員）ま だ 年 代 的 に 新 し く 、 書 １ 点 の み で の 指 定 ・ 登 録 は 難 し い  

こ と か ら 、 他 の 歴 史 資 料 と 併 せ て 審 議 に か け る こ と が で き  
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る よ う 、 調 査 を 進 め た い と 考 え て い る 。 ま た 、 同 じ く 指 定  

候 補 と し て 挙 が っ て い る 考 古 資 料 に つ い て も 、 準 備 が 整 い  

次 第 審 議 に か け さ せ て い た だ く 。  

（ 河 東 委 員 ） 先 ほ ど 愛 新 覚 羅 溥 傑 の 書 の 話 が あ っ た が 、 現 在 市 の 地 域 文  

化 財 と な っ て い る ゆ か り の 家・い な げ（ 愛 新 覚 羅 溥 傑 仮 寓 ）  

に つ い て も 、 建 物 の 価 値 と し て は 国 の 登 録 文 化 財 に 十 分 値  

す る と 考 え ら れ る 。 そ う い っ た こ と も 視 野 に 入 れ つ つ 、 今  

後 も 調 査 を 続 け て ほ し い 。  

（ 山 田 会 長 ） 他 に 意 見 等 が な い よ う だ が 、 事 務 局 か ら は な に か あ る か 。  

        【 事 務 局 職 員 が 千 葉 市 民 ギ ャ ラ リ ー ・ い な げ 旧 神 谷 伝 兵 衛  

稲 毛 別 荘 の 耐 震 補 強 等 工 事 に つ い て 報 告 。更 に 、河 東 委 員  

よ り そ の 工 法 に つ い て 専 門 的 な 解 説 を い た だ い た 】  

（ 山 田 会 長 ） こ れ に て 議 事 を 終 了 す る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        問 い 合 わ せ 先  千 葉 市 教 育 委 員 会 生 涯 学 習 部 文 化 財 課  

                 Ｔ Ｅ Ｌ  ０ ４ ３ － ２ ４ ５ － ５ ９ ６ ２  

                 Ｆ Ａ Ｘ  ０ ４ ３ － ２ ４ ５ － ５ ９ ９ ３  


